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第23回フロンティア技術検討会講演録 : 企業のリ
スク管理の考え方とその実践










【日 時】 平成23年10月19日(水) 14時～17時15分 





【開会挨拶】                 
室蘭工業大学 理事・副学長                              野口 徹 
 
【講演】 
 講演１ ｢企業のリスクマネジメントについて｣ 14:05～15:15 
  東京海上日動リスクコンサルティング（株） 
   経営企画室 主席研究員                              指田 朝久 
 
 講演２ ｢中小企業の事業継続計画（ＢＣＰ）について｣ 15:25～16:35 
東京海上日動リスクコンサルティング（株） 
ビジネスリスク事業部 事業継続グループ 主任研究員                川原場 正義 
 
 講演３ ｢事故からの克服とその後のリスク管理｣ 15:35～17:15 
(株)西野製作所 代表取締役社長                           西野 義人 
 
開会挨拶 


































































講師 東京海上日動リスクコンサルティング(株)  




































































































































































































































































































































































































































































































5 段階評価がやりやすいようでございます。頻度 5 という
のが、一番起きやすいのですが、1 年に 1 回以上、毎日起
こる、こういうのは頻度 5 です。それから、5 年に 1 回と
いうのはですね、もし人事異動があるとすれば、部署が
変わるとか、役付になるとか、だいたいそれが 5 年でご
ざいます。10 年に 1 回が頻度 3。そして 50 年に 1 回とい
うのは、会社勤めのなかでは、1 回あるかなしか。これが






いうのは全く影響がない。1 というのは 1 年以内の影響、




































































































































































































が移転、10 億円。そのうちの 9 億 5000 万円を損害保険で
付けましょう。で、自己負担分は年間 1 億の基準以下。
























































































































































層の長さが 450 キロメートルで幅が 200 キロメートル、
この断層が最大で 20〜30 メートル動いたという例のない
ほどの断層のズレだったかと思います。震度に関しては、
最大震度で 7 というエリアもありますし、6 弱から 6 強、
7 が大きな被害を及ぼした地域かと思います。津波に関し
ましても、沿岸部に大きな津波が襲っております。被害




























































































































うことで、過去 50 年間にマグニチュード 9 クラスの地震
を挙げたものです。環太平洋火山帯というなかで、過去






思います。しかし、世界的に見れば、50 年間に 7 回も起
きている訳だから、それほど希な規模の地震とは言えな
いんじゃないか。 
































南海地震、これは 3 連動するとか、日向灘まで続いて 4
連動するとか言われていますが、これは非常に確率が高
い地震になっています。この単一の震源域、南海とか東




























































































































































































































































































































































小型部品の製造と納入。特に主要 5 品目は 14 日で出すよ
うにしようとか。そういった形で、重要業務と目標復旧
時間を仮決めしていきます。 














































































































































55 年になります。資本金は 1000 万円。現在の従業員は













































































































































































































































































































だきました。ここに、室蘭民報の 11 月 4 日の朝刊記事が
ありますが、「活気戻る日を心待ち」との記事を掲載し
ていただきました。この記事で、エールを送ってもらっ
たと、われわれを、復旧を待ち望んでくれている人がい
るんだと、必要とされているだけで励みになりました。
これからも必要とされる人であり企業であり続けなけれ
ばいけないなと、決意をした記事です。以上が拙い内容
ですが、私からの報告になります。最後に、事業の継続
というのはいろいろな手法があるとは思いますが、最終
的にはそれを続けて行こうとする人の情熱、はっきりと
した目的意識の上に成り立つモノではないかと思った次
第です。 
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